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私たちの身体を構成する細胞は、異常が起こると
細胞分裂を停止する安全装置を備えている。細胞老
化はこの安全装置の一つであり、細胞の異常増殖を
防ぐ癌抑制機構として働いている。しかしその一方
で、細胞老化には炎症性サイトカインなどの炎症性
物質を分泌するSASPと呼ばれる現象を起こすこと
で炎症を惹起し、生体機能の低下や、癌を含めた
様々な炎症性疾患の発症を促進する副作用があるこ
とも明らかになりつつある。このため、加齢や肥満
など様々な原因で体内に蓄積した細胞老化を起こし
た細胞（老化細胞）を除去することで癌を含めた炎症
性疾患の発症を抑えられる可能性が高い。本研究で
はハイスループットスクリーニングにより47000
個の低分子化合物の中から老化細胞を特異的に死滅
させる化合物を同定し、更にその作用機序としてオー
トファジー制御が関与していることを明らかにした
点に特徴がある。

特徴・独自性

現在使われている抗癌剤の多くや放射線治療によっ
ても老化細胞が出現し、治療効果を阻害していること
が明らかになりつつある。このため、抗癌剤治療の支
持療法としての老化細胞除去薬の可能性が期待される。
更に老化細胞除去薬には疾患のみならず、SASPが関
与する加齢に伴う機能低下の抑制（予防）効果も期待
され、健康寿命の延伸につながることが期待される。

研究の先に見据えるビジョン

ライフサイエンス 医療・ヘルスケア、創薬

ヒト正常繊維芽細胞を用いた老化細胞除去薬の
ハイスループットスクリーニング

ARV825による肥満誘発性肝がん発症の抑制効果（マウス）

細胞老化による発がん制御機構 ARV825による老化細
胞の細胞死誘導機構
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